















































1 旗田巍『日本人の朝鮮観』（東京：勁草書房、1969 年）、296-297 頁。




















































8 重野安繹・久米邦武・星野恒編で 1890 年（明治 23 年）に帝国大学より刊行された『国史眼』
は、神代から 1889 年の大日本帝国憲法発布にいたる日本通史に相当する（総 7 冊）。この書は
とくに国学の伝統をひく「日鮮同祖論」の立場で日本と朝鮮との位階的な関係を強調してい
た。旗田巍編、前掲、『シンポジウム　日本と朝鮮』、5 頁。


















































































































































24福田徳三「韓国ノ経済組織ト経済単位」『内外論叢』2 巻 1 号（1903 年 11 月）・3 巻 6 号（1904
年 12 月）・4 巻 1 号（1905 年 2 月）。のちにカタカナをひらがなに変え、『経済学研究』（1915
年）に所収。


























27福田徳三は、ミュンヘン大学に提出した博士論文 Die gesellschaftliche und wirtschaftseinheit 




































と向き合った 36 人の日本人：西郷隆盛、福澤諭吉から現代まで』（東京：明石書店、2002 年）、
71 頁。




























































係・準備研究関係』第 5 巻、Bˑ-0008-0675-5、104-105 頁。
38吉田茂『世界と日本』（東京：番町書房、1963 年）、149 頁。


























え直した研究としては、도리우미 유타카〔鳥海豊〕『일본학자가 본 식민지 근대화론：일제강



































不幸が一方の幸運――それは ｢神風｣ とも「天佑」とも称された 44――とい
う現象が生まれたが、「朝鮮特需」による経済効果は、金額として 1950 年か











43この点については、筆者が情報公開請求を行うことで 2020 年 12 月に秘密公開された、大蔵省











アメリカ―『不介入政策』の成立を中心に」『国際政治』第 105 号（1994 年 1 月）、173 頁。

































外援助特別教書｣（1961 年 3 月）や ｢対外援助法｣（1961 年 9 月）、「新太平洋共同体」構想























































55『朝日新聞』1958 年 8 月 11 日。

























57「라이샤워 교수 밝혀“ 한국전 재발되면 일본에 가장 큰 피해 ”」〔「ライシャワー教授、“ 朝鮮戦




















































































られるようになった。ライシャワーにより英語訳された。Ennin’s Diary: The Record of a 
Pilgrimage to China in Search of the Law(NewYork:RonaldPressCompany,1955).この本
の第８章（theKorean’ inChina）と第９章（HomewardBound）に、山東地域における韓国
人の動向が詳しく叙述されている。
64EdwinO.Reischauer,Ennin's Travels in T'ang China(NewYork:RonaldPressCompany,
1955)；田村完誓訳『世界史上の円仁：唐代中国への旅』（東京：実業之日本社、1963 年）；田
村完誓訳『円仁唐代中国への旅：「入唐求法巡礼行記」の研究』（東京：原書房　1984 年／東
京：講談社学術文庫、1999 年）；조성을〔チョソンウル〕訳『중국 중세사회로의 여행 :라이




























BaseduponItsPhoneticStructure,”Royal Asiatic Society of Great Britain and Ireland(Korea 































































































73Reischauer,op.cit, My life Between Japan and America,p.171.
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74EdwardW.Wagner,The Korean Minority in Japan, 1904 ～ 1950(NewYork:InstituteofPacific
Relations,1951),p.ⅰ .





























カ章を全て日本史専門のライシャワーが執筆した。Reischaure&Fairbank,East Asia: The 
Great Tradition,p. ⅶ .




















1965 年に、『東アジアⅡ』に相当する East Asia: The Modern Transformation79
78富永健一『マックス・ヴェーバーとアジアの近代化』（東京：講談社、1998 年）、19 頁。









このシリーズは、1978 年に East Asia: Tradition & Transformation とのタイトルで合体本とし
て刊行されて以来、1989 年には韓国の民主化と中国の市場開放をも反映し、さらにベトナム編
をも含めた改正版が出版された。JohnK.Fairbank,EdwinO.Reischaure,AlbertM.Craig,East 























































81Reischaure&Fairbank,East Asia: The Great Tradition,p.449.
82Reischaure&Fairbank,East Asia: The Great Tradition,pp.399-400.




















85この点については、장세진〔ジャンセジン〕「라이샤워 ,동아시아 ,권력 / 지식 ’ 의테크놀러지 :
전후 미국의 지역연구와 한국학의 배치」〔「ライシャワー、東アジア、権力／知識のテクノロ





(WarrenW.Smith,Jr.andBenjaminH.Hazardtrans.),A History of Korea (SantaBarbara,
CA:ABCClioInc.,1969).



























90미쓰이 다카시〔三ツ井崇〕「전후 일본에서의 조선사학의 개시와 사학사상（像）:1950 ～ 60
년대를 중심으로」〔「戦後日本における朝鮮史学の開始と史学史像」〕『한국사연구』（『韓国史





集』第 15 号（1978 年）；「朝鮮史研究の成果と課題：朝鮮史像を中心にして」『朝鮮史研究会
論文集』第 21 号（1984 年）；「日朝関係と歴史学」『日朝関係史を考える』（東京：青木書店、






















丙燾に師事したという。안종철〔安ジョンチョル〕「주일대사 에드윈 라이샤워의 근대화론과 
한국사 인식」〔「駐日大使エドウィン・ライシャワーの近代化論と韓国史認識」〕『역사문제연
구』〔『歴史問題研究』〕第 29 号（2013 年 4 月）、310-311 頁。
95ライシャワーは『東アジアⅠ』韓国編の「李氏朝鮮の党争」（FactionalDisputesof theYi
Dynasty）で特別にこの節がワグナーの著述に依拠する旨を表している。Reischaure&
Fairbank,East Asia: The Great Tradition,p.438.　ここでのワグナーの著述とは、1959 年に
ハーバード大学に提出されたワグナーの博士論文The Literati Purges: Case Studies in the 
Factionalism of the Early Yi Dynasty を指すが、朝鮮時代の「党争」（とくに「士禍」）につい
て分析している。
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